第四回高輝度電子源開発G会合

日程：2008年7月28日（月）

時間：13：30〜

出席者：羽島、永井、飯島、作美（JAEA会場）、河田、武藤、本田、栗木（KEK会場）、山本、許斐、奥見、中西（名古屋会場）、正中、久保、岡本（広島会場）

ビデオ接続：58001

羽島氏より量子ビームの実質的採択を受けて、研究計画の概要について説明があった。

· 予算的には量子ビーム、JAEA所内予算、大学支援という三本柱で計画を推進する。

· セラミック寸法、コッククロフト仕様、カソードパックの形状を８月中に決定し、発注していく必要がある。

Q:量子ビームにおいて、参画機関以外の協力の形が不明確だが？

A：通常のJSTの研究とは違い、今回はJSTは文科省から管理を委託されている。書類上参画するには参画期間の客員等の身分が必要となる。

C:量子ビームが採択されたが、大学支援をきっかけに立ちあがったこの体制で研究を推進していくのがよい。

武藤氏より、セラミック形状の検討について報告があった

· 10MV/m以下を条件とすると、セラミック内径が182mmと見積時の165mmより大きくなってしまうことがわかった。

· 内径165mmでガードリング30度としたときの最大電場は12.4MV/m。

C:カソードロッドの材料ではCleanZ(SUS), Ti, Moが優位であるが、電圧効果もあり15MV/mが許容範囲内であるかどうかは疑問である。

C:JAEAの250kV銃はセラミック内径168mm、ロッド半径25mm、最大電場10MV/mである。ロッド材質Ti、ガードリングSUSである。

C:許容電場については早々に決める必要がある。関係者間で学会での会合（後述）等で議論してほしい。

許斐氏よりNPES3号機の寿命試験について報告があった

· Dark Life Timeの測定では量子効率悪化は顕著ではなかったが、Beam Life Timeの測定ではカソード中心の直径10mm程度の領域で大きなQEの悪化が見られた。

· この現象はカソード近傍の残留ガスのイオンの逆流ではなく、より下流部からのイオンの逆流のシミュレーションの結果と合致する。

Q：Dark lifeの測定でQEが上昇しているのは？

A:Csを過剰に吸着させているので、成膜がすすみ良い条件がつくられているものと思われる。

Q：QEの再現性は？

A:加熱洗浄の繰り返しによる履歴効果はあるが、例えば原子状水素等でコンディショニングをすれば、かなりの再現性がある。

Q:RF加熱洗浄はしていないのか？

A:今回は故障によりおこなっていない。

山本氏より真空試験装置について報告があった

· 8/4に栗巣研、新光産業（Tiチャンバー）を調査のため訪ねる。

Q:実施場所はどこか？

A:装置の規模にもよるが、名古屋か広島である。最終的には広島大学で行う。

正中氏より広島大学でのビーム引きだしの準備について報告があった

· CSTスタジオを用いて粒子トラッキングによるビーム引き出しのシミュレーションを行った。

· アノード形状は引き出すビームの質にあまり影響がないようだ。

Q:目標は何か?

A:エネルギーアナライザー、モット分析器を下流に設置する予定なので、そこまでビームを輸送するのが目的である。

新たな参加者である作美氏の紹介があった。

· JAEAのMBE装置を用いて、RF電子銃で使用可能な可視光駆動アルカリカソードを開発していく予定である。

その他

· 来週に広島、西条で学会があるので、これを機会にGrand Design についての議論の場をもつべきである。

· 使用可能な会場はあるとおもうので、可能な時間を調整した上で設定する。

次回の会合は　9/1(月）　13:30より

文責　栗木

